
奥出雲町商工会

奥出雲の自然のなかに佇む「民宿たなべ」

開放感のある源泉かけ流しの露天風呂

会長名：植田　良二　　会員数 ： 450名（R3.4.1現在）
住   所： 〒699-1511　 
　　　　島根県仁多郡奥出雲町三成324番地15
TEL：0854-54-0158 　FAX：0854-54-0169
URL：http://oku-izumo.shoko-shimane.or.jp

参加店とバルメニューを掲載した
第1回から5回までのパンフレット

友人や家族と食べ歩き、
お店で親しい仲間と出会いまた盛り上がる

地域産業振興

自慢の温泉をリニューアルし、販路拡大！
　奥出雲町の自然豊かな里山のなかに佇む「かたくりの里　民宿たな
べ」は、平成11年に親子3人で開業しました。
　春は新緑、夏は星空、秋は紅葉、冬は雪景色と四季折々が体感でき、そ
こで育まれた地元食材を使った料理を囲炉裏で舌鼓、美肌の湯として知
られる源泉かけ流しの温泉と最高の癒しを提供されています。
　そんな中、自慢の温泉をリニューアルしたいと話があり、平成29年7月
小規模事業者持続化補助金を活用し、販路拡大に向けて支援を行いまし
た。また、コロナ禍にあり安心安全にお客様を迎えるため、客間の改装に
も取り組み、おもてなし態勢を整えました。
　女将さんは、「何もしなければ販路拡大には繋がらないので、支援して
いただける関係機関に感謝しつつ、奥出雲町の魅力を発信できる一つの
場となれるよう頑張ります」と語っておられます。
　支援を通じてお互いの信頼関係が構築でき、経営全般にわたり相談を
受け、事業が持続発展するよう引き続きサポートしていきます。

奥出雲バルの開催
～サービス業部会が取り組む地域消費喚起事業～

　サービス業部会で、飲食業の新規顧客開拓、需要の掘り起こしを模索
する中で出会ったのが、ちょっとしたメニューを食べ歩くバル事業で、伊
丹まちなかバルなどを視察する中で実現への思いが高まり、平成２７年９
月に第１回奥出雲バルの開催に至ります。
　奥出雲らしさは、飲食業に限定せず、一般部会員がちょっとしたバルメ
ニューを提供することで事業への参加を可能にした点です。
　第１回は70店が参加し、街は食べ歩きで賑わいました。ちょい飲みの
気安さから、初めて訪れる店も多く、人気のお店には毎回行列ができま
す。残ったチケットはあとバルを企画、誘客に宿泊の優待券も取り入れ、2
年目にはお店でのポップな演奏も企画し、わくわく感のある楽しい事業
が生まれた感がありました。
　町の応援やジョイメイトの事業にも加えていただき、令和元年度まで５
回開催し、毎回好評でした。コロナ収束後の再開を望む声も多く、部会と
しても中核事業として今後も取り組んでいく考えです。

経営支援

雲南市商工会

地域住民も参加した「小さな拠点」オープニング式典

移動販売の様子

会長名：高橋　日出男　会員数 ： 1,121名（R3.4.1現在）
住   所： 〒690-2404   
　　　　島根県雲南市三刀屋町三刀屋274-10
TEL： 0854-45-2405 　FAX：0854-45-2446
URL： http://un-nan.shoko-shimane.or.jp/ 

地域産業振興

まちの小さな拠点「かもマート」から
　　　　　　域外集客や外貨獲得を目指す！

　飲食料品等を扱う店舗の廃業・移転により域外へ消費が流出、商工会
支所機能の縮小も相まってまちの活気が失われつつあった加茂町加茂
中地区。これに危機感を持つ商工会員や地域住民が活性化策の検討を
重ね、2017年秋、商工会員有志12名と青年部・女性部の出資でまちづ
くり会社を設立。物販・交流・相談機能を併せ持つ「かもマート」を核とした
小さな拠点が商工会加茂支所の一角にオープン、翌年にはニーズが高
かった宅配・移動販売もスタートさせました。
　更に今年度からは、ふるさと納税事業の中間事業者として事業者の返
礼品配送管理業務等を市から受託し、地域との繋がりを深化させていま
す。
　今後はこの経験とノウハウを活かし、eコマースや産地見学ツアー等へ
の取組も視野に入れています。
　この間、当会では法人設立支援や国等が講ずる各種補助金の申請・実
行支援、記帳支援等を行ってきましたが、今後はこの新たな取組みへの
支援を通じて域外からの集客や外貨獲得に繋げ、地域のブランド力を向
上させていきます。

ドライブインシアターで
　　　　　　　子どもたちにワクワクを届けたい！

　「コロナ禍で窮屈な思いをしている子どもたちに、少しでも夢やワクワク
を届けたい！」そんな思いで、雲南市商工会青年部では、2020年11月に「う
んなんほしぞら映画館（ドライブインシアター）」を無料で開催しました。
　コロナ禍という未曽有の状況下でのイベント企画で、様々な意見やアイ
デアを出し合って協議・検討を重ねました。
　感染拡大防止のため、「新しい生活様式」に対応した開催方法を模索し、
ソーシャルディスタンスを保てるイベントとして企画しました。
　会場の収容台数に限りがあったため、多くの参加申込者の中から抽選で
当選した、131台、519人が巨大スクリーンに映し出される大迫力の映画を
楽しみました。
　また、本イベントはコロナ禍で苦しむ飲食店支援を兼ねて実施しました。
青年部所属の5事業者が出店し、参加者の理解もあり、各社が十分な収益
を上げることができました。
　加えて、今回は「非接触・デジタル化」の流れにも着目し、当イベントの参
加申込みや飲食注文はすべてWeb上で受け付け、支払いにはキャッシュレ
ス決済を導入しました。
　今後、各々の事業にも経営力強化に向けたデジタル化を図っていきます。

経営支援

映画上映の様子 

運営に携わった青年部員
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